
【
商
工
費
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
天
草
市
の
予
算
総
額
に
対
す
る

商
工
費
予
算
の
占
め
る
割
合
は
、
率
に

し
て
1
・
9
7
％
で
上
天
草
市
の
4
・

4
％
等
他
市
に
比
べ
低
い
。
中
村
市
長

の
お
考
え
を
問
う
。

市
長　

予
算
の
組
み
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
で
相
違
が
あ
る
の
で
単
純
に

構
成
比
の
み
で
は
、
商
工
関
係
の
予
算

が
少
な
い
と
言
え
な
い
と
考
え
る
。
世

界
遺
産
登
録
関
係
の
予
算
は
教
育
費
に

計
上
、
観
光
客
の
交
通
手
段
と
な
る
空

路
や
海
上
交
通
関
係
予
算
は
総
務
費

等
、
商
工
費
以
外
に
多
数
計
上
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
予
算
を
加
算
す
る
と

3
・
5
1
％
と
な
り
、
他
市
と
比
較
し

て
も
決
し
て
少
な
い
方
で
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

　【世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
本
年
度
、「
﨑
津
集
落
を
含
む

長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
」
の
政
府
推
薦
の
可
能
性
は
何
パ
ー

セ
ン
ト
と
考
え
る
か
、
ま
た
受
入
態
勢

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と
信
じ

て
い
る
。

部
長　
　
　
　
　

今
年
度
事
業
で
、﨑

津
諏
訪
神
社
下
の
小
公
園
及
び
ト
イ
レ

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
改
修
を
予

定
。
漁
協
前
観
光
駐
車
場
も
身
障
者
用

２
台
、
普
通
車
７
台
の
計
９
台
が
駐
車

で
き
る
改
修
を
今
年
度
末
予
定
。
拠
点

と
な
る
駐
車
場
、
観
光
ト
イ
レ
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
機
能
な
ど
を
有
し
た
拠
点
観
光

施
設
の
基
本
設
計
に
現
在
着
手
し
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
工
事
予
定
。
案
内

板
は
、
日
本
語
、
英

語
、
韓
国
語
、
中
国

語
の
４
カ
国
語
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

【
外
郭
団
体
、
各
資
料
館
長
及
び
公
民

館
長
の
任
命
、
再
任
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
任
命
、
再
任
の
基
準
が
あ
ま
り

に
も
不
透
明
で
あ
り
、
そ
の
人
事
面
で

特
別
な
人
や
市
役
所
Ｏ
Ｂ
つ
ま
り
天
下

り
が
多
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
市
民

の
声
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

各
団
体
等
の
判
断
に
よ
り
、
適

切
な
人
材
の
選
考
を
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
る
。
各
資
料
館
と
も
職
員
が

館
長
を
兼
務
す
る
体
制
に
見
直
す
。（
御

所
浦
白
亜
紀
資
料
館
を
除
く
）

市
民
の
命
を
守
る
取
り
組
み
・
水
産
業
の
振
興
、
天
草
の
宝
物
を

作
り
出
す
取
り
組
み
・
学
校
現
場
の
意
見
を
聞
く
取
り
組
み

浜崎義昭
議員

浜
崎  
危
険
家
屋
を
生
み
出
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、早
目
の
対
策
が
必
要
。住
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
老
朽
家
屋
、危
険

家
屋
に
な
る
前
の
対
策
が
必
要
で
は
。

地
域
振
興
部　
　

啓
発
チ
ラ
シ
、
市
政

だ
よ
り
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

浜
崎
　
近
年
は
、雑
木
が
大
木
と
な
り
、

近
隣
住
民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

状
況
が
発
生
し
て
い
る
。
住
居
に
隣
接

し
た
場
所
の
大
木
が
、
倒
木
の
危
険
性

が
あ
る
。
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
の
対
策

が
必
要
で
は
。

地
域
振
興
部　
　

今
回
は
、
補
助
対
象

外
。
立
木
の
管
理
に
つ
い
て
も
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浜
崎
　
市
民
の
命
を
守
る
為
に
、
指
摘

場
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
調
査
し
、

対
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

地
域
振
興
部　

指
摘
箇
所
の
管
理
者
に

要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浜
崎
　
水
産
関
係
施
設
か
ら
出
る
残
渣

お
よ
び
赤
潮
被
害
に
よ
る
死
魚
等
の
産

業
廃
棄
物
を
天
草
の
宝
に
変
え
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
。

経
済
部　
　

関
係
者
と
協
議
を
行
い
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。

浜
崎
　
商
品
開
発
に
つ
い
て
、
魚
介
類

を
高
価
格
に
変
え
る
取
り
組
み
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。行
政
自
ら
が
率
先
し
て
、

提
案
を
行
う
こ
と
が
急
が
れ
る
の
で
は
。

経
済
部　
　

部
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
整
備
に
向
け
た
検

討
も
始
め
て
い
る
。

浜
崎
　
英
会
話
科
推
進
事
業
、
幼
稚
園

英
語
教
育
事
業
は
、
本
市
独
自
の
取
り

組
み
な
の
か
。

教
育
長　

本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
言

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

浜
崎
　
学
校
現
場
は
、
朝
早
く
か
ら
出

勤
し
、
夜
遅
く
ま
で
勤
務
し
、
自
宅
に

帰
っ
て
か
ら
も
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

多
忙
な
う
え
に
、
時
間
数
、
人
員
態
勢

に
無
理
が
出
て
こ
な
い
か
。

教
育
長　

不
安
を
感
じ
て
い
る
教
師
も

い
る
。
英
語
に
堪
能
な
学
習
指
導
補
助

教
員
の
確
保
を
考
え
て
い
る
。

浜
崎
　
ど
の
教
科
を
削
っ
て
取
り
入
れ

る
の
か
。

教
育
長　

１
、
２
年
生
は

余
裕
時
間
数
を
充
て
る
。

３
、
４
年
生
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
充
て
る
。

５
、６
年
生
は
現
行
の「
外

国
語
活
動
」
を
深
め
る
。
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世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て

外
郭
団
体
等
の
任
命
、
再
任
に
つ
い
て

ざ
ん
さ

監査報告書に記載してある事項（定款第32条に定
めるところにより、監査の範囲が会計に関するもの
に限定されているため、事業報告を監査する権限を
有していない）ことについて。
事業あたりも含めて見ていただいて、最終的に会計の
監査を行う取扱いをしている。
熊本労働局からの入金について。
職業訓練、技能、知識等から安定的な就業が困
難な求職者に対する奨励金。

温泉センターの利用者が減少している理由について。
地域の人口減少によるものと福祉施設等のデイサー
ビス等の充実によるもの。
口座数が多い理由について。
施設ごとにあったが、口座を減らしながら管理しやす
い体制にもっていく。

ゴルフ場予定地跡利用計画について。
地域に対しては、利用計画の概要について説明
を行っており、地域の森として整備し、将来的
には保安林の指定を受ける。
公社取扱い金融機関が変更になった理由。
預金利率の入札を実施したため。
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一 般 質 問
第３セクターの経営状況報告

【報告第９号】 財団法人天草下島北部地域
　　　　　　　　観光振興公社（市役所内）
　リゾート開発に伴い、ゴルフ場開発に係る用地取得
のために平成７年３月に旧本渡市、旧五和町、熊本県
の出資により公社を設立。

●平成25年度実績　
収入  186万9,335円
　　　（うち、市からの委託料184万7,000円）
支出  780万2,562円
当期利益  ▲593万3,227円
●平成26年３月末の正味財産期末残高　
　8,472万3,780円（基金）

　今定例会において、次の第３セクターの経営状況の報告がなされました。ここ
では、平成25年度の実績や議会における質疑内容等について掲載します。

※第３セクターとは…国や地方公共団体と
民間が合同で出資している株式会社、
有限会社などを第３セクターという。
※指定管理者制度とは…市から指定を受
けた企業や地域などの団体が、公の施
設の管理・運営を行う制度です。

【報告第10号】 ㈱くらたけ
　平成５年４月から
シモン芋の茎葉・芋
を加工し、そうめん・
ドレッシング・シモン
茶などの販売を行う。

●平成25年度実績
収入  6,938万8,102円
　　  （うち、市からの指定管理料285万7,144円）
支出  7,443万6,924円
当期利益  ▲504万8,822円

【報告第11号】 ㈱うしぶか
　平成８年４月から、うしぶか海
彩館・牛深温泉センター・やす
らぎ荘の管理・運営業務を行う。
●平成25年度実績
収入 3億2,424万8,544円（市からの指定管理料なし）
支出 3億2,708万4,737円
当期利益  ▲283万6,193円

【報告第12号】 ㈱プラスファイブ
　平成11年９月から、
温泉施設ユメールの管
理・運営業務を行う。
●平成25年度実績
収入  6,527万8,348円
　　  （うち、市からの指定管理料1,743万2,000円）
支出  6,227万6,508円
当期利益  300万1,840円

　利用者本位の持続策について。
利用者の視点に立って、施設運営と経営改善に取
り組んでいく。

【報告第13号】 ㈲愛夢里
　平成11年２月から、愛夢里・海
上コテージの管理・運営業務を行う。

●平成25年度実績
収入  9,801万6,903円（うち、市からの指定管理料1,808万9,000円）
支出  9,421万4,906円
当期利益  380万1,997円

人件費の構成でパート職員が多数になっているが、働いている職員は
定着できているか。経営の状況からは、現状で妥当か。
モニタリングや月次報告等の際にも雇用問題に関する話はなく、現状
に特に問題はない。
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